
III． 港

 公１．

１－１ 

公（１）

公

地区

大黒ふ

神奈川

内港 

山下ふ

本牧ふ

南本牧

金沢 

港湾施設

公共埠頭計

公共埠頭の

公共埠頭の利

公共埠頭の主

区名 

ふ頭 大黒

川 出田

瑞穂

山内

新港

ふ頭 山下

ふ頭 本牧

牧ふ頭 南本

金沢

の規模及

画 

の現況 

利用状況 

主要取扱貨物

表 I

埠頭名 

黒ふ頭 

田町ふ頭 

穂ふ頭 

内ふ頭 

港ふ頭 

下ふ頭 

牧ふ頭 

本牧ふ頭 

沢ふ頭 

及び配置に

物等の利用状

II-１-1 埠

施設

-15m ×  

-13m ×  

-12m ×1,

-10m ×2,

-7.5m×  

-4.5m×1,

-7.5m×  

-4.5m×  

-10m ×  

-7.5m×  

-7.5m×  

-12m ×  

-10m ×1,

-4.5m×  

-15m ×  

-14m ×  

-13m ×1,

-12m ×1,

-11m ×  

-10m ×1,

-９m  ×

-4.5m×  

-16m ×  

-10m ×  

-5.5m×  

45 

に関する資

状況は次のと

埠頭別の利用

設諸元 

700m (２B)

300m (１B)

,020m (４B)

,710m (14B)

520m (４B)

,620m (４B)

520m (４B)

233m (２B)

170m (１B)

130m (１B)

680m (４B)

420m (２B)

,440m (８B)

513m (３B)

690m (２B)

300m (１B)

,414m (６B)

,100m (４B)

206m (２B)

,585m (８B)

145m (１B)

759m (５B)

700m (２B)

187m (１B)

355m (４B)

資料 

おりである。

用状況(平成 2

主

その他金属

金属     

特殊品   

その他   

合計     

その他農水

その他   

合計     

砂利・砂

その他鉱産

特殊品   

合計     

－ 

－ 

金属     

その他金属

その他化学

その他   

合計     

その他金属

特殊品   

雑工業品

その他   

合計     

その他金属

特殊品   

雑工業品

その他   

合計     

砂利・砂、

特殊品   

雑工業品

その他   

合計     

。 

22 年) 

主要取扱貨物

属機械 13,65

       1,51

         84

       2,74

      18,76

水産品    27

           

         27

・石材  1,33

産品       1

           

       1,34

         16

属機械    13

学工業品   1

           

         31

属機械 10,11

       5,90

       5,04

      13,63

      34,70

属機械  3,54

       2,87

       1,71

       5,86

      13,99

、石材    36

         20

          9

          3

         69

物等 

57 千トン 

18 千トン 

44 千トン 

48 千トン 

67 千トン 

75 千トン 

１千トン 

75 千トン 

31 千トン 

12 千トン 

２千トン 

44 千トン 

63 千トン 

33 千トン 

18 千トン 

２千トン 

15 千トン 

16 千トン 

02 千トン 

47 千トン 

37 千トン 

03 千トン 

49 千トン 

75 千トン 

10 千トン 

62 千トン 

96 千トン 

62 千トン 

03 千トン 

90 千トン 

37 千トン 

91 千トン 

備考

既設 

既設 

既設 

既設 
既設 
既設 

既設 

既設 

既設 
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ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械
石油類
セメント
その他化学工業
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械
石油類
セメント
その他化学工業
軽工業品
雑工業品
特殊品

コンテナ取
合計

ふ頭 

2 号物揚場

P-1

P-2

P-3

P-

名 大黒ふ頭P－１～
模 （-8） 4

目 輸出 輸入
-               
-               

品 -               
-               
-               
-               
-               
-               
4               

械工業品 110            
-               
-               

業品 0               
0               
0               

13             
計 324千㌧

名 大黒ふ頭T－３～
模 （-10）

目 輸出 輸入
1        2      
0               

品 0               
-               
-               
-               
-               
-               

148            
械工業品 4,708  42     

-               
-               

業品 2               
1               
9               

34             
5,475千㌧

取扱量
計

図 III-１-

1 号物

-4

T-3

T-4 

T-5 

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計

4号岸壁
4B 520m

入 移出 移入
- -        -        
- -        -        
0 -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
3 -        105     
1 0        0        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- 87      -        

８号岸壁
6B 1,110m

入 移出 移入
24 -        -        
0 -        -        
0 -        -        
1 -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
3 -        54      

25 49      5        
- -        -        
- -        -        
0 -        -        
9 -        -        
3 -        -        
0 -        -        

2 (千TEU)

-1 公共埠頭

物揚場 

T-6 

T-7

T-8

大黒ふ頭Ｃ－１，２号
（-12） 1B
（-13） 1B

輸出 輸入
-        -        
-        -        
-        0        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
0        -        

工業品 2,330  260     
-        -        
-        -        

品 -        -        
-        -        
0        0        
-        -        

2,594千㌧

穀物類
水産品
その他農
林産品
石炭
砂利・砂
原油
その他鉱
金属
その他金
石油類
セメント
その他化
軽工業品
雑工業品
特殊品

コン

46 

頭取扱状況図

C-1

4 号物揚場

3 号物揚場

T-9

号岸壁
300m
300m

移出 移入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
0        4        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        

穀物
水産
その
林産
石炭
砂利
原油
その
金属
その
石油
セメン
その
軽工
雑工
特殊

ふ頭名 大黒ふ頭T
規模 （-12）

品目 輸出
1        
0        

農水産品 1        
0        
-        

・石材 0        
-        

鉱産品 0        
27      

金属機械工業品 249     
4        
0        

化学工業品 56      
品 11      
品 10      

57      
834千

ンテナ取扱量
合計

穀物類
水産品
その他
林産品
石炭
砂利・
原油
その他
金属
その他
石油類
セメン
その他
軽工業
雑工業
特殊品

図（大黒ふ頭

C-2
L-

T-1T-2

C-3

ふ頭名 大黒ふ
規模 （-1

品目 輸出
物類       
産品       
の他農水産品       
産品       
炭       
利・砂・石材       
油       
の他鉱産品       
属 2      
の他金属機械工業品 2,30  
油類       

ント       
の他化学工業品       
工業品       
工業品       
殊品       

合計 2,6
コンテナ取扱量

－９号岸壁
1B 240m

輸入 移出 移入
12      -        -        
1        -        -        

51      -        -        
5        -        -        
-        -        -        
5        -        -        
-        -        -        
2        -        -        

28      -        1        
73      -        -        
0        -        -        
-        -        -        

50      -        -        
41      3        -        

119     -        -        
26      -        0        

42 (千TEU)
千㌧

ふ頭名 大黒ふ頭
規模 （-4.5

品目 輸出
類 -        
品 -        
他農水産品 -        
品 -        

-        
砂・石材 -        

-        
他鉱産品 -        

-        
他金属機械工業品 -        
類 -        

ント -        
他化学工業品 -        
業品 -        
業品 -        
品 -        

44合計

頭）（平成 22

-1
L-2

L-

L-8

C-4

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工業品
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計
コンテナ取扱量

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工業
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

コンテナ取扱量
合計

ふ頭T－１，２号岸壁
2） 2B 480m

出 輸入 移出 移
- -        -             
0 -        -             
0 0        -             
- 2        -             
- -        -             
- -        -             
- -        -             
- -        -             

29 5        0             
07 221     107          
- -        -             
- -        -             
0 -        -             
2 0        -             
3 3        -             
2 0        -             

1 (千TEU)
698千㌧

頭物揚場
） 4B 1,620m

輸入 移出 移入
- -        -               
- -        -               
- -        -               
- -        -               
- -        -               
- -        -               
- -        -               
- -        -               
- -        2        4      
- -        -               
- -        -               
- -        -               
- -        -               
- -        -               
- -        -               
- -        -               
4千㌧

年） 

-3 
L-4 

L-6

L-7 

L-

大黒ふ頭Ｃ－３，４号岸壁
（-15） 2B 70

輸出 輸入 移出
1        52            
5        46            

16      261     1      
1        26            
-        -              
1        20            
-        -              
0        39            

158     212           
1,316  189           

7        1              
0        -              

254     271           
93      386           

296     325           
322     253     4      

294 (千TE
4,656千㌧

大黒ふ頭L－１～８号岸
（-10） 8B

輸出 輸入
4        23       
-        -         
-        2         
-        0         
-        -         
-        -         
-        -         
-        -         

133     523      
業品 213     5         

-        -         
-        -         
3        -         
0        83       
2        0         
2        1         

0 (千量
2,142千㌧

入
-   
-   
-   
-   
-   
-   
-   
-   

10 
7   
-   
-   
-   
-   
-   
-   

入
- 
- 
- 
- 
- 
- 
- 
- 

42
0 
- 
- 
- 
- 
- 
- 

5 

00m

出 移入
0  -        
1  0        

10 0        
2  -        
-  -        
-  -        
-  -        
1  -        
1  10      
0  1        
-  -        
-  -        
1  1        
3  19      
0  8        

43 4        

U)

岸壁
1,600m

移出 移入
-       -        
-       -        
-       -        
-       -        
-       -        
-       -        
-       -        
-       -        
2       19      

385    692     
-       -        
-       -        
-       1        

47     2        
-       -        
-       1        

千TEU)



本牧

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計
コンテナ取扱

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計
コンテナ取扱

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

コンテナ取扱
合計

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械
石油類
セメント
その他化学工業
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計

牧ふ頭 

新建

本牧ふ頭Ａ－５，６号
（-12） 2B

輸出 輸入
0        36      
7        52      
7        146     
5        18      
-        -        
1        12      
-        -        
1        13      

84      161     
工業品 664     316     

10      1        
-        1        

品 179     131     
60      279     
45      400     

190     99      

181
3,014千㌧

扱量

本牧ふ頭Ａ－７，８号
（-12） 2B

輸出 輸入
0        15      
0        11      
3        81      
2        21      
-        -        
6        21      
-        -        
0        9        

102     167     
工業品 652     307     

4        0        
-        0        

品 160     124     
49      137     
63      365     

155     94      

146
2,546千㌧

扱量

本牧ふ頭Ｂ－１～４号
（-10） 4B

輸出 輸入
-        4        
-        -        
-        -        
0        13      
-        -        
-        -        
-        -        
0        -        

254     14      
工業品 260     8        

0        -        
-        -        

品 13      0        
11      1        
9        74      

10      1        

1
744千㌧

扱量

名 本牧ふ頭新建材１
模 （-10） 1

（-9） 1
輸出 輸入

-        -        
-        -        

品 -        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        

械工業品 -        -        
-        -        
-        65      

業品 -        -        
-        -        
-        -        
-        -        

計 1,129千㌧

本牧ふ頭Ａ突堤基部
（-5.5） 1B

輸出 輸入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        

工業品 -        -        
-        -        
-        -        

品 -        -        
-        -        
-        -        
-        -        
1千㌧

図 III-１-

新建材 2 号

建材 1 号 

3 号

4

穀物類
水産品
その他農
林産品
石炭
砂利・砂
原油
その他鉱
金属
その他金
石油類
セメント
その他化
軽工業品
雑工業品
特殊品

コン

号岸壁
600m

移出 移入
0        0        
3        0        

11      0        
10      -        
-        -        
-        0        
-        -        
1        -        
9        1        
1        0        
-        -        
0        -        
4        0        

11      9        
0        1        

34      1        

(千TEU)

号岸壁
500m

移出 移入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        

(千TEU)

号岸壁
800m

移出 移入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        63      
1        0        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
7        -        

(千TEU)

，２号岸壁
B 185m
B 145m

移出 移入
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        97      
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
5 -        965     
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        1        

部岸壁
100m

移出 移入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
1        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        

-2 公共埠頭

2 号物

5 号物揚

9 号物揚場

11 号物揚場

10 号物揚場

号物揚場 

号物揚場

ふ頭名 本牧ふ頭Ａ
規模 （-10）

品目 輸出
-        
-        

農水産品 -        
-        
-        

砂・石材 -        
-        

鉱産品 -        
30      

金属機械工業品 126     
-        
-        

化学工業品 1        
品 0        
品 1        

0        
188千合計

ンテナ取扱量

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工業品
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計
コンテナ取扱量

47 

頭取扱状況図

物揚場

揚場 B-

A-

C-8C-9

場

D-2D-1

Ａ－１～３号岸壁
3B 600m

輸入 移出 移入
-        -        -        
-        -        -        
-        -        -        
-        -        -        
-        -        -        
-        -        -        
-        -        -        
-        -        -        

23      -        4        
1        -        -        
-        -        -        
-        -        -        
0        -        -        
-        -        -        
0        -        -        
0        2        -        

0 (千TEU)
千㌧

本牧ふ頭Ｄ－１～３号岸壁
（-11） 3B 620m

輸出 輸入 移出
-        2        -        
1        4        -        

10      20      -        
0        3        -        
-        -        -        
0        1        -        
-        -        -        
1        2        -        

35      43      -        
243     82      -        

7        1        -        
-        -        -        

209     75      -        
34      36      -        
60      125     -        

100     42      20      

84 (千TEU)
1,164千㌧

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工業品
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計
コンテナ取扱量

図（本牧ふ頭

A 突堤基部

A-1

-1

A--8

B-2

C-7 C-6

D-3

穀物類
水産品
その他農
林産品
石炭
砂利・砂・
原油
その他鉱
金属
その他金
石油類
セメント
その他化
軽工業品
雑工業品
特殊品

コン

m

移入
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        

8        

)

穀物類
水産品
その他農
林産品
石炭
砂利・砂・
原油
その他鉱
金属
その他金
石油類
セメント
その他化
軽工業品
雑工業品
特殊品

コン

本牧ふ頭ＢＣ突堤１号岸壁
（-15） 1B 350m

輸出 輸入 移出
5        83      0        

29      44      -        
21      87      -        

124     205     -        
-        -        -        

11      74      -        
-        -        -        
3        13      -        

179     142     -        
1,089  284     -        

6        2        -        
0        0        -        

395     230     -        
143     248     -        
804     640     -        
278     375     20      

320 (千TEU)
5,550千㌧

頭）（平成 22

A-2

-7

B-3

6 C-5

D-4

ふ頭名 本牧ふ頭Ｃ－
規模 （-13）

品目 輸出
4         

49       
農水産品 23       

105      
-         

・石材 10       
-         

鉱産品 6         
334      

金属機械工業品 2,179   
16       
0         

化学工業品 817      
品 296      
品 354      

850      
10,486千合計

ンテナ取扱量

ふ頭名 本牧ふ頭Ｄ－
規模 （-14）

（-15）
品目 輸出

14       
111      

農水産品 62       
59       
-         

・石材 1         
-         

鉱産品 2         
186      

金属機械工業品 2,734   
16       
-         

化学工業品 377      
品 189      
品 470      

472      
9,879千合計

ンテナ取扱量

m

移入
-        
-        
0        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
1        
1        
-        
-        
1        
2        

12      

年） 

A-3

A-6 

B-4

B 突堤

BC-1

D-5 

 

－５～９号岸壁
5B 1,000m

輸入 移出 移入
37     1        0        
57     5        2        

178    1        0        
86     3        0        
0       -        -        

360    -        -        
-       -        -        

24     0        -        
393    4        0        
818    1        6        

7       0        -        
2       -        -        

424    2        1        
437    3        17      

1,226 3        40      
338    484     479     

679 (千TEU)
千㌧

－４，５号岸壁
1B 300m
1B 300m

輸入 移出 移入
50     0        -        

234    2        -        
620    10      0        
285    3        -        

0       -        -        
11     -        -        
-       -        -        

22     0        -        
235    0        -        
341    1        -        

8       0        -        
0       -        -        

330    3        -        
811    5        22      
362    1        1        
907    434     489     

579 (千TEU)
千㌧

A-5

先端物揚場



南本牧

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢木

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢

牧ふ頭 

図

木材ふ頭 

図

金沢木材ふ

沢木材ふ頭物揚場

図 III-１-3

図 III-１-4 

MC-2

ふ頭岸壁 

場 

3 公共埠頭

公共埠頭取

MC-1

48 

取扱状況図

取扱状況図

（南本牧ふ頭

（金沢木材ふ

穀
水
そ
林
石
砂
原
そ
金
そ
石
セ
そ
軽
雑
特

穀物
水産
その
林産
石炭
砂利
原油
その
金属
その
石油
セメ
その
軽工
雑工
特殊

穀物
水産
その
林産
石炭
砂利
原油
その
金属
その
石油
セメ
その
軽工
雑工
特殊

頭）（平成 22

ふ頭）（平成 2

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工業品
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計
コンテナ取扱量

ふ頭名
規模

品目
物類
産品
の他農水産品
産品
炭
利・砂・石材
油
の他鉱産品
属
の他金属機械工業品
油類
メント
の他化学工業品
工業品
工業品
殊品

合計

ふ頭名
規模

品目
物類
産品
の他農水産品
産品
炭
利・砂・石材
油
の他鉱産品
属
の他金属機械工業品
油類
メント
の他化学工業品
工業品
工業品
殊品

合計

2 年） 

22 年） 

南本牧ふ頭１，２号岸壁
（-16） 2B

輸出 輸入 移
64      162       

199     449       
261     1,040    
120     397       

-        -          
3        9          
-        -          

23      77        
225     427       

3,058  491       
19      14        
0        0          

543     468       
344     1,018    
878     831       

1,025  1,415    

937 (千
13,996千㌧

金沢木材ふ頭岸壁
（-10） 1B

輸出 輸入 移
-        -           
-        -           
-        -           
-        0           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
1        -           
0        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        90         

69      -           
330千㌧

金沢木材ふ頭物揚場
（-5.5） 4B

輸出 輸入 移
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           

362千㌧

壁
700m

移出 移入
1      -        
0      -        
-      -        
-      -        
-      -        
-      -        
-      -        
-      -        
-      -        
-      -        
-      -        
-      -        
-      -        
-      -        
-      -        

248   186     

千TEU)

185m

移出 移入
-     -        
-     -        
-     -        

33   2        
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        
1     -        
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        

134  -        

355m

移出 移入
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        
0     361     
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        
-     -        



山下ふ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ頭
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機
石油類
セメント
その他化学工
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計
コンテナ取

ふ頭
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機
石油類
セメント
その他化学工
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計

ふ頭 

7 号物揚

8 号物揚

頭名 山下ふ頭１～
模 （-10）

（-12）
目 輸出 輸

-          
-          

産品 -          
-          
-          

材 -          
-          

品 -          
36        

機械工業品 48        
-          
-          

工業品 1          
-          
0          
0          

計
取扱量

104千㌧

頭名 山下ふ頭６～
模 （-10）

目 輸出 輸
-          
-          

産品 -          
-          
-          

材 -          
-          

品 -          
38        

機械工業品 16        
-          
-          

工業品 0          
-          
0          
0          
65千㌧計

図 III-１-

揚場

3 号 

1 号 

2 号 

揚場

～３号岸壁
1B 180m
2B 420m

輸入 移出 移入
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        8        
-      1        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        11      
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        

0 (千TEU)
㌧

～８号岸壁
3B 540m

輸入 移出 移入
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        6        
-      -        0        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        5        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        

㌧

-5 公共埠頭

4 号 5

1 号物揚

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工業
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工業
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計

49 

頭取扱状況図

5 号

揚場

2 号物揚場

山下ふ頭４，５号岸壁
（-10） 2B

輸出 輸入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        

品 -        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
0千㌧

山下ふ頭９，１０号岸
（-10） 2B

輸出 輸入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        

58      -        
品 67      0        

-        -        
-        -        
1        -        
-        -        
0        -        
1        -        

0
145千㌧

図（山下ふ頭

7 号

6 号

8 号

3 号物揚場

場

6 号物揚場

壁
360m

移出 移入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        

壁
360m

移出 移入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        16      
-        0        
-        -        
-        -        
-        1        
-        -        
-        -        
-        -        

穀物
水産
その
林産
石炭
砂利
原油
その
金属
その
石油
セメ
その
軽工
雑工
特殊

頭）（平成 22

9

1

5 号物揚

4 号物揚場

ふ頭名 山
規模

品目
物類   
産品   
の他農水産品   
産品   
炭   
利・砂・石材   
油   
の他鉱産品   
属   
の他金属機械工業品   
油類   
メント   
の他化学工業品   
工業品   
工業品   
殊品   

合計

年） 

9 号 

10 号

場 

下ふ頭物揚場
（-4.5） 3B 513

輸出 輸入 移出
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
-      -        -        
0千㌧

m

移入
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- -        
- 0        
- -        
- -        
- 0        
- -        
- -        
- -        



出田町

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ頭
規

品
穀物類
水産品
その他農水産
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機
石油類
セメント
その他化学工
軽工業品
雑工業品
特殊品

合

町ふ頭、瑞穂

図 III

頭名 瑞穂ふ頭岸
規模 （-10）

品目 輸出
-        
-        

産品 -        
-        
-        

材 -        
-        

品 -        
-        

機械工業品 -        
-        
-        

工業品 -        
-        
-        
-        

合計 532千

穂ふ頭 

I-１-6 公共

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械
石油類
セメント
その他化学工業
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計

岸壁
1B 170m

輸入 移出 移
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        -           
-        2           

千㌧

共埠頭取扱状

西物

名 出田町ふ頭Ａ
模 （-7.5）

目 輸出
-        
-        

品 -        
-        
-        
-        
-        
-        
0        

械工業品 -        
-        
-        

業品 -        
-        
-        
-        

計 275千

移入
-     
-     
-     
-     
-     

519  
-     

12   
-     
-     
-     
-     
-     
-     
-     
-     

ふ頭
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機
石油類
セメント
その他化学工
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計

50 

状況図（出田

出田町

A物揚場

瑞

Ａ～Ｄ号岸壁
4B 516m

輸入 移出 移入
-       -             
-       -             

275    -             
-       -             
-       -             
-       -             
-       -             
-       -             
-       -             
-       -             
-       -             
-       -             
-       -             
-       -             
0       -             
0       -             

㌧

頭名 瑞穂ふ頭物
模 （-5）

目 輸出
-        
-        

産品 -        
-        
-        

材 -        
-        

品 -        
-        

機械工業品 -        
-        
-        

工業品 -        
-        
-        
-        

計 813千

田町ふ頭、瑞

町ふ頭

DCB

瑞穂ふ頭

入
-  
-  
-  
-  
-  
-  
-  
-  
-  
-  
-  
-  
-  
-  
-  
-  

穀物類
水産品
その他農
林産品
石炭
砂利・砂・
原油
その他鉱
金属
その他金
石油類
セメント
その他化
軽工業品
雑工業品
特殊品

物揚場
1B 180m

輸入 移出 移入
-        -            
-        -            
-        -            
-        -            
-        -            
-        -        8    
-        -            
-        -            
-        -            
-        -            
-        -            
-        -            
-        -            
-        -            
-        -            
-        -            

千㌧

瑞穂ふ頭）（平

東物揚場

ふ頭名 出田町
規模 （-4.5

品目 輸出
-        
-        

水産品 -        
-        
-        

石材 -        
-        

産品 -        
-        

属機械工業品 -        
-        
-        

学工業品 -        
-        
-        
-        
0合計

入
-   
-   
-   
-   
-   

813
-   
-   
-   
-   
-   
-   
-   
-   
-   
-   

平成 22 年）

瑞穂ふ頭

瑞穂ふ

ふ頭物揚場
5） 2B 233m

輸入 移出
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
0千㌧

 

頭岸壁

ふ頭物揚場

移入
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        



山内ふ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

穀物類
水産品
その他農
林産品
石炭
砂利・砂・
原油
その他鉱
金属
その他金
石油類
セメント
その他化
軽工業品
雑工業品
特殊品

ふ頭、内港地

図 II

ふ頭名 新港ふ
規模 （-7.

（-10.
品目 輸出

        
        

農水産品         
        
        

・石材         
        

鉱産品         
        

金属機械工業品         
        
        

化学工業品         
品         
品         

        
合計

地区（中央地

II-１-7 公

 

ふ頭岸壁
5） 3B 460m
0） 1B 220m

輸入 移出
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
- -        -        
0千㌧

地区、新港ふ

公共埠頭取扱

移入
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        
-        

51 

ふ頭）、大さん

状況図（山

山内ふ頭岸

中央地区岸壁

MM1 号 MM2 号

ん橋ふ頭 

内ふ頭、内港

岸壁

壁

号

新港ふ頭

9 号

港地区）（平

8 号

5 号

3 号 

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工業品
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計

ふ頭名
規模

品目
穀物類
水産品
その他農水産品
林産品
石炭
砂利・砂・石材
原油
その他鉱産品
金属
その他金属機械工業品
石油類
セメント
その他化学工業品
軽工業品
雑工業品
特殊品

合計

平成 22 年） 

大さん橋埠頭

C

D
B

A

山内ふ頭岸壁
（-7.5） 1B

輸出 輸入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        

品 -        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
0千㌧

中央地区　耐震バース
（-7.5） 2B

輸出 輸入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        

品 -        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
0千㌧

頭

130m

移出 移入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        

ス
260m

移出 移入
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
-        -        
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１－２ 

コ（１）

 ① コ

コ

 

地区名

大黒

ふ頭

本牧

ふ頭

南本牧

ふ頭

 ※施設緒

コンテナ埠

コンテナ埠頭

コンテナ埠頭

コンテナ埠頭

名 
バース

名 

黒 

頭 

C3 

C4 

T9 

牧 

頭 

A5 

A6 

A7 

A8 

BC1 

C5 

C6 

C7 

C8 

C9 

D1～D3 

D4 

D5 

牧 

頭 

MC1 

MC2 

緒元等は平成 25

埠頭計画 

頭の現況 

頭の利用状況

頭の取扱貨物

表

施設諸

水深 

15m 

15m 

12m 

12m 

12m 

12m 

12m 

15～16m 

13m 

13m 

13m 

13m 

13m 

13m 

15～16m 

15～16m 

16m 

16m 

5 年度末時点 

況等 

物等の利用状

表 III-１-2

元 

延長 面

350m 17.

350m 15.

240m 8.4

300m 

22.

300m 

250m 8.1

250m 8.4

390m 

38.

200m 

200m 

200m 

200m 

200m 

400m 19.

400m 18.

300m 13.

350m 

37.

350m 

52 

状況は次のと

コンテナ埠

埠頭用地 

面積 奥行

5ha 500m

3ha 500m

4ha 350m

1ha
330～

400m

1ha 330m

4ha 
150～

350m

1ha
150～

500m

6ha 350m

7ha 400m

0ha 300m

5ha 500m

おりである。

埠頭の利用状

H22 取

千 TEU

外：  331

内：   ９

計：  340

～

外：1,790

内：  201

計：1,990

外：  869

内：   68

計：  937

。 

状況 

取扱量 

千ﾄﾝ 

0

5,257

105

5,363

0

0

30,469

2,187

32,655

日

日

9

8

7

13,557

435

13,992

ターミナル借

借受者等 

日本通運 

上組 

日本郵船 

公共 

川崎汽船 

川崎汽船 
日新，京浜港運 

日新，京浜港運 

- 

YPM 

YPM 

YPM 

YPM 

YPM 

YPM 

公共 

APL 

商船三井 

マースク 
日新 

マースク 

借受者等

GC 基数

６ 

２ 

２ 

２ 

２ 

- 

３ 

８ 

５ 

３ 

３ 

６ 
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図 III-１-8 外貿コンテナ埠頭取扱状況図（平成 22 年）  

平成22年

埠頭名

（-15） 2B 700m
（-12） 1B 240m

千TEU 千トン 千TEU 千トン
北米西岸 0.0 0.0 0.0 0.1
北米東岸 0.5 7.8 38.0 604.3
欧州・地中海 0.0 0.2 0.0 0.0
その他長距離 21.3 338.4 5.7 90.6
豪州・NZ 8.6 135.8 25.7 407.8
東南アジア 66.0 1,047.3 43.1 684.8
近海 79.3 1,258.7 42.9 681.1
その他航路 0.0 0.0 0.0 0.4

合　　計 175.6 2,788.3 155.4 2,469.1
内航航路 4.6 62.3 3.9 42.8

大黒ふ頭Ｃ－３，４号岸壁
大黒ふ頭T－９号岸壁

規模

航路
輸出 輸入

埠頭名

（-13） 5B 1,000m
（ -15～16） 1B 390m

（-13） 3B 400m
（ -15～16） 1B 700m (工事中）

千TEU 千トン 千TEU 千トン
北米西岸 264.8 4,358.9 239.7 4,241.8
北米東岸 54.0 888.3 35.4 626.9
欧州・地中海 7.2 118.3 7.9 139.4
その他長距離 3.9 64.7 20.7 365.9
豪州・NZ 7.5 122.7 11.5 203.8
東南アジア 346.5 5,702.7 197.0 3,486.2
近海 287.5 4,732.5 306.0 5,415.6
その他航路 0.0 0.0 0.1 0.9

合　　計 971.4 15,988.0 818.3 14,480.7
内航航路 74.2 1,092.9 126.5 1,093.8

本牧ふ頭Ｃ－５～９号岸壁
本牧ふ頭ＢＣ突堤１号岸壁
本牧ふ頭Ｄ－１～３号岸壁
本牧ふ頭Ｄ－４，５号岸壁

規模

航路
輸出 輸入

平成22年
埠頭名

（-16） 2B 750m

千TEU 千トン 千TEU 千トン
北米西岸 84.4 1,251.6 113.6 1,870.9
北米東岸 44.6 661.2 59.9 986.9
欧州・地中海 141.5 2,098.9 112.7 1,856.2
その他長距離 21.7 321.8 20.2 331.9
豪州・NZ 16.5 244.2 35.1 577.6
東南アジア 112.2 1,663.9 49.2 810.9
近海 32.0 474.8 21.9 360.4
その他航路 3.1 45.9 0.0 0.0

合　　計 455.9 6,762.3 412.6 6,794.8
内航航路 29.2 249.1 38.9 186.0

南本牧ふ頭１，２号岸壁

規模

航路
輸出 輸入

700m



 ② 水

水

 

 

コ（２）

 ① 背

・基

や

・ア

展

な

 

 ② 計

・国

加

牧

・積

機

・近

び

一

 

水深別コンテ

水深別のコン

水深 

18m～ 

16m 

15m～16m 

15m 

13m 

12m 

合計 

コンテナ埠頭

背景・要請 

基幹航路にお

や内航船接続

アジア諸国の

展するコンテ

などについて

計画の方向性

国際コンテナ

加に対応する

牧ふ頭）を計

積替えの円滑

機能を再編

近海・内貿貨

び新本牧ふ頭

一体的な運用

テナ埠頭延長

ンテナ埠頭延

表

バー

－

頭計画の必要

おけるコンテ

続機能の強化

の経済成長等

テナ船の大型

て対応を図る

性 

ナ戦略港湾と

るため、南本

計画する。 

滑化を可能に

・強化する。

貨物を積極的

頭の基部に、

用に対応した

長の現況 

延長の現況は

表 III-１-3

既設

ス数 

－ 

２

３

２

６

５

18

要性と計画内

テナ船の大型

化 

等に伴う貨物

型化 

ることが不可

として、基幹

本牧ふ頭の機

にする効率的

 

的に獲得して

内航船等の

たコンテナタ
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は次のとおり

水深別コン

延長(m)

－ 

7

1,0

7

1,4

1,3

5,2

内容 

型化、及び寄

物量増加、及

可欠である。

幹航路をはじ

機能を強化す

的なターミナ

ていくため、

の着岸を想定

ターミナルの

である。 

ンテナ埠頭延

バー

00 －

90

00 －

00 －

40 －

30

寄港地の集約

及びアジア域

 

じめとするコ

するとともに

ナル運営を行

本牧 B 岸壁

定してバース

の形成を進め

延長 

既定計

ース数 

２

－ 

１

－ 

－ 

－ 

３

化に伴う国

域内航路や南北

ンテナ船の

に本牧ふ頭沖

行うため、本

壁、C 岸壁・

ウインドウ

める。 

計画 

延長(m) 

8

－ 

3

－ 

－ 

－ 

1,1

際トランシ

北航路におい

大型化や貨物

に新たな埠頭

牧ふ頭のター

D1 岸壁の基

を確保し、外

800

310

110

ップ機能

いても進

物量の増

頭（新本

ーミナル

基部およ

外内貿の



 ③ 計

【南

・

【本

・

・

・

  【新

・

・

・

・

・

・

コ（３）

 ① コ

公共コ

ある。 

設定

長

中

内

計画内容 

南本牧ふ頭】

・超大型コン

壁の延長を

本牧ふ頭】 

・本牧ふ頭 B

岸壁からコ

C1～3 岸壁

・効率的なタ

る。 

・今後の拡張

客の取扱に

新本牧ふ頭】

・将来に向け

高度な流通

する。 

・埋立場所は

本牧ふ頭沖

・埠頭形状は

行できる形

ス施設用地

応できる形

・岸壁は、超

同時接岸で

長を確保で

・大規模かつ

用計画を定

・コンテナタ

も一体的な

コンテナ埠頭

コンテナバー

コンテナ貨物

取扱量

（千

定値     

長距離航路  

中・短距離そ

内航     

 

ンテナ船の寄

を 900m（取付

BC ターミナ

コンテナ貨物

壁の延長を 1,

ターミナル運

張が難しい本

に変更する。

 

けて新たな物

通加工機能を

は、航行船舶

沖とする。 

は、利用する

形状とする。

地の必要量を

形状とする。

超大型コンテ

できる延長 8

できる配置と

つ長期的な計

定め、第２期

ターミナル背

な利用を図る

頭の規模の設

ースの必要延

物の取扱量の

表

量の設定値 

千 TEU） 

    5

    2

の他航路 2

     

寄港に対応し

付部を含めて

ルの機能強化

物の取扱に変

000m、D1 岸

運営のため、C

本牧ふ頭 A 突

 

物流拠点の形

を有するロジ

舶への影響や

る船舶が風や

また、高規

を確保すると

 

テナ船に対応

800m の連続バ

とする。 

計画となるこ

期分は土地利

背後には、ロ

る。 

設定 

延長 

の設定値に対

表 III-１-4

既

取扱

,180 

,097 

,549 

534 
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し、連続バー

て 940m）とす

化を図るため

変更するとと

岸壁の延長を

CD 突堤間を

突堤の用途を

形成を図るた

ジスティクス

や土地利用、

や波の影響を

規格コンテナ

とともに、将

応可能な水深

バースとする

ことから、全

利用計画を定

ロジスティク

対し、新規に

コンテナ岸

既存埠頭の

扱量（千 TEU

3,28

スとしての機

する。 

め、B2,3 岸

もに、BC1,2

を 500m、同水

埋め立て、B

をコンテナ貨

ため、大水深

施設を一体

自然水深の

を受けにくく

ナターミナル

将来の岸壁の

深 18m 以上、

る。また、将

全体を２期に

定めない海面処

ス施設用地

に計画するこ

岸壁の必要延

U）

対応必

（千 TE

1

機能を強化す

岸壁の用途を船

2、D4,5 岸壁

水深を 14ｍと

BC 及び D突

貨物の取扱か

・高規格コ

的に配置した

状況などか

、かつ、周辺

としての奥行

延伸や、用地

かつ、多様

将来構想とし

分け、第１期

処分用地とす

を配置する。

とが必要な施

延長 

要量 

EU） 

新

1,899

（う

するため、M

船舶の物資補

壁の水深を 1

とする。 

堤の一体的利

ら一般貨物お

ンテナター

た新たな埠頭

ら総合的に判

辺の船舶が安

行きやロジス

地の拡張な

な航路の船舶

して 1,400m

期分について

する。 

。また、本牧

施設は次の

新規に計画が必

岸壁延長

1,500m

うち長距離対応用

MC-3,4 岸

補給用の

16m、 

利用を図

および旅

ミナルと

頭を計画

判断し、

安全に航

スティク

どにも対

舶を複数

の岸壁延

て土地利

牧ふ頭と

とおりで

必要な 

長 

m 

用 900m）
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 ② コンテナターミナルの規模 

 今回計画するコンテナターミナルの規模は次のとおりである。 

 

表 III-１-5 コンテナターミナルの規模の設定 

地区名 施設名 水深 ﾊﾞｰｽ数 延長 
ターミナル 

面積 
対応 施設規模の考え方 

本牧 

ふ頭 

HB2,3 10m ２ 400m 

100.0ha

既設の変更

計画（用途）

中・短距離航路船・内航船のバースウ

インドウを確保するため、物資補給岸

壁からコンテナ船対応岸壁とする。 

HBC1,2 16m ２ 
700m 

(390m既設)

既定計画の

変更計画

（水深） 

基幹航路対応の連続バースとする。 

HC1～3 13m ３ 1,000m
既設の変更

計画（延伸）

中・短距離航路船・内航船のバースウ

インドウを確保するため、岸壁延長を

延伸する。 

HD1 14m １ 500m 
既設の変更

計画（水深）
中型コンテナ船対応岸壁とする。 

HD4,5 16m ２ 700m 29.2ha 
既設の変更

計画（水深）
基幹航路対応の連続バースとする。 

新本牧 

ふ頭 
SH1,2 18m～ ２ 800m 42.5ha 新規計画 

超大型コンテナ船に対応可能な水深、

かつ、多様な航路の船舶の同時接岸が

可能な連続バースとする。 

南本牧 

ふ頭 

MC3,4 18m～ ２ 900m 40.0ha 
既定計画の

変更計画 

超大型コンテナ船の同時接岸にも対応

可能な連続バースとする。 

- 4.5 １ 120m - 
既定計画の

削除 

埠頭内の施設配置を見直し計画を削

除する。 

 

  



 

 ③ コ

今回計

 

地区名

新本牧

ふ頭 

 

 

 

コンテナ埠頭

計画するコン

 水深 

牧 
18m～ 

頭の用地面積

ンテナ埠頭の

表

ﾊﾞｰｽ数 

２ 

図 

積 

の用地面積に

表 III-１-6

延長 
埠

奥

800m 
7

III-１-９
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については次

コンテナ埠

埠頭の

奥行き 

埠

大

700m 
8

外貿コンテ

次のとおりで

埠頭の用地面

埠頭用地 

面積 

88.7ha 

コ

ル

ン

び

を

テナ埠頭計画

ある。 

面積 

埠頭用地面積

コンテナター

ル、シャーシ

ンなどのコン

びロジスティ

を確保する。

画図 

積の設定の考

ーミナル、バ

シプール、待

ンテナ関連用

ィクス用地の

 

 

考え方 

バンプー

待機レー

用地およ

の必要量

 



１－３ 

水（１）

水

 

神

内

注）

 

一般貨物を

水深別公共埠

水深別の公共

地区名

大黒ふ

神奈川 

瑞

内港 

山下ふ

本牧ふ

金沢

外内貿コンテ

を取扱う公共

埠頭延長の現

共埠頭延長の

名 

ふ頭 

瑞穂ふ頭 

出田町 

山内 

中央 

ふ頭 

ふ頭 

沢 

合計 

テナ埠頭、旅

 

共埠頭計画

現況 

の現況はそれ

表 III-１-

水深 

13m 

12m 

10m 

7.5m 

4.5m 

10m 

５m 

7.5m 

4.5m 

7.5m 

7.5m 

12m 

10m 

4.5m 

10m 

９m 

10m 

5.5m 

旅客船埠頭、

58 

れぞれ次のと

7 水深別公

ﾊﾞｰｽ数

１

３

14

４

１

１

１

４

２

１

２

２

８

３

４

１

１

４

57

小型船だま

おりである。

公共埠頭延長

既 設 

数 延長

まり及び物資

。 

長 

長（m） 

300  

780  

2,710  

520  

540  

170  

180  

520  

233  

130  

260  

420  

1,440  

513  

785  

145  

230
 

355  

10,231
 

資補給岸壁は

備考 

は除く 



一（２）

 ① 必

約

が

 

 ② 計

扱

 

計（３）

○

○

○

○

○

 

埠

大黒

本牧

山下

瑞穂

金沢木

本牧建

出田

一般貨物埠頭

必要性と背景

物流や海運

約を進め、再

また、主力

が生じており

計画の方向性

横浜港の主

扱えるよう、

計画内容 

○大黒ふ頭 P

続バースと

プ荷役効率

○大黒ふ頭 L

○本牧ふ頭 A

変更する。

○山下ふ頭は

○出田町ふ頭

埠頭名 

黒ふ頭 

牧ふ頭 ・

下ふ頭 

穂ふ頭 

木材ふ頭 

建材ふ頭 

田町ふ頭 

頭計画の必要

景 

運動向に的確

再編・強化を

力品目である

り、これに対

性 

主力取扱貨物

埠頭の機能

P3,4、T3～8

とする。これ

率の向上等、

L5～L8 岸壁を

A5～8 号岸壁

 

は、一般貨物

頭 C～D岸壁を

・幹線道路と

クス施設の

・将来的に、

からの輸入

成自動車の

・本牧ふ頭 A

より一般貨

・近海航路、

とともに B

・施設の老朽

新たな賑わ

・これまで同

・これまで同

要性と計画内

確に対応し、

を図る必要が

る完成自動車

対応する必要

物である完成

能転換や集約

岸壁のバー

れにより、PC

完成自動車

を現状水深に

壁の用途をコ

物を扱う埠頭

を現状水深に

との良好なア

の集積を図る

完成自動車

入車等も取り

の輸出入拠点

突堤はコン

貨物を中心に取

内航航路の

B岸壁をコン

朽化、物流環

わい拠点への

同様、建材貨

同様、青果貨

59 

内容 

一般貨物を

がある。 

車の取扱にお

要がある。 

成自動車をは

約を進める。

ース水深を 11

CC や RORO 船

車の取扱機能

に合わせ 12ｍ

コンテナ貨物

頭から新たな

に合わせ９m

計画

アクセス、多

る。 

車等の国際ト

り込む RORO タ

点としての機

ンテナターミナ

取扱機能の強

の貨物の取扱

ンテナ貨物取扱

環境の変化を

の機能転換を

貨物を中心に

貨物を中心に

を効率的に取

おいて、ヤー

はじめ、コン

 

1.0m に増深

船のバースウ

能を強化する。

ｍとする。

物等の取扱か

賑わいの拠点

mとする。

の方向性 

多様なバース

トランシップ

ターミナルの

機能を強化す

ナルの拡張が

強化を図る。

扱い強化を図

扱岸壁に転換

を踏まえ、一般

を進める。

に取り扱う。

に取り扱う。

取扱えるよう埠

ードやバース

ンテナ以外の貨

し、T3～8岸

インドウを

。 

から一般貨物

点へと機能転

構成を活か

プや国内メー

の形成などを

する。 

が困難なことか

 

図るため、タ

換する。 

般貨物を取

 

 

埠頭の機能転

ウインドウ

貨物を効率的

岸壁と P3,4 岸

拡張し、ト

および旅客

転換する。 

 

かし、ロジス

ーカーの海外

を視野に入れ

から、機能転

ーミナルの拡

り扱う埠頭か

転換や集

の不足等

的に取り

岸壁を連

ランシッ

の取扱に

ティ

外工場

れ、完

転換に

拡張

から、



一（４）

一般貨物

 

埠頭

大黒

出田

本牧

一般貨物埠頭

物埠頭のバー

頭名 

黒ふ頭 

町ふ頭 

牧ふ頭 

頭の規模の設

ース水深、延

水深 ﾊﾞ

12m 

11m 

11m 

９m 

12m 

設定 

延長、規模を

表 III-１-

ｰｽ数 延長

４ 800

２ 290

６ 1,11

２ 250

４ 1,10

図 III-

60 

を以下の通り

8 一般貨物

長 

0m 
既設の

(水深)

0m 既設の

（水深

10m

0m 
既設の

（水深

00m
既設の

（用途

 

 

１-10 公共

設定する。

物埠頭の規模

対応 

の変更計画

) 

の変更計画

深・延長・ 

土地利用）

の変更計画

深） 

の変更計画

途） 

共埠頭計画 

模 

規模の

岸壁水深を

せ変更する

完成自動車

化するため

し、連続バ

へ変更する

岸壁水深を

せ変更する

コンテナ埠

及び超大型

に転換する

の設定の考え

を現状水深に

る。 

車の取扱機能

め、岸壁水深

バースとして

る。 

を現状水深に

る。 

埠頭から、一

型客船対応の

る。 

え方 

に合わ

能を強

深を増深

ての利用

に合わ

一般貨物

の埠頭

 



  ２．

旅（１）

旅

 

（２）

 ①

は

向

時

生

て

下

る

機

ー

 

 ②

・

・

・

 

 ③

・

   ・

旅客船埠頭

旅客船埠頭の

旅客船埠頭の

地区名

内港 

（中央地区

内港 

（大さん橋埠

旅客船埠頭

① 必要性と背

世界のクル

は大型化が進

向にあり、現

時間変更など

生している。

ている。 

港内遊覧船

下公園、中華

る。これらは

機会として有

ークを広げる

② 計画の方向

・日本を代表

ズ客船の受

 超大型客船

・目標年次に

ワークの充

③ 計画内容 

・超大型客船

更する。 

・水上交通お

頭計画 

の現況 

の現況は次の

名 

区） 

小

小

埠頭） 

頭の必要性と

背景 

ルーズ人口は

進み、寄港数

現在の施設で

どで対応して

さらに、横

船については

華街など横浜

は、地点間の

有効であり、

ることにより

向性 

表するクルー

受入機能を強

船については

における港内

充実に向けた

船を優先的に

および背後の

のとおりであ

表 III-２

施設名 

小型さん橋

小型さん橋

SK9 

A，B 

C，D 

と計画内容 

は急増し、特

数も増加して

では十分に受

ている。また

横浜ベイブリ

は、内港地区

浜港周辺の集

の移動手段で

現在の内港

、需要拡大

ーズポートと

強化する。

は、優先的に着

内遊覧船の利

た取り組みを

に受け入れる

の土地利用に

61 

ある。 

-1 旅客船埠

水深

- 

- 

９m

12m

10m～11

特にアジアで

ている。行楽

受け入れるこ

た、調整がと

ッジを通過

区を中心に多

集客施設を訪

であるほか、

港地区を中心

大の可能性を

として、船舶

着岸できる岸

利用者数は、

を進める。 

る多目的岸壁

に合わせ、内

埠頭の現況

ﾊﾞｰｽ数

１

２

１

１

1m １

ではその傾向

楽シーズンに

ことができず

れずに貨物

過できない超

多数運航され

訪れる観光客

横浜を訪れ

としたルー

持っている。

舶の大型化や

岸壁を横浜ベ

現状程度と見

壁として、本牧

港地区の小型

数 延長 

- 

- 

340m 

450m 

450m 

向が強い。横浜

は、旅客船

、寄港日の変

船バースへ配

大型客船へ

ており、みな

の移動手段の

る観光客が横

トに加え、周

。 

寄港数の増加

ベイブリッジ

見込んでいる

牧ふ頭 A5～

型さん橋計画

状況 

既定計画

既定計画

既定計画

既設 

既設 

浜港へ寄港す

の寄港が集

変更や沖待

配船するケー

の対応も必要

なとみらい地

のひとつとな

横浜港の状況

周辺地区にネ

加に対応し、

ジの外側に配

る。水上交通

～8 号岸壁の用

画を削除する

画 

画 

画 

する客船

中する傾

ちによる

ースも発

要となっ

地区、山

なってい

況を知る

ネットワ

、クルー

配置する。 

通ネット

用途を変

る。
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図Ⅲ－２－５ 水上交通ネットワーク図 

 

 

 

図 III-２-1 水上交通ネットワーク図 

 

  

大黒ふ頭

横浜駅東口 

横浜八景島 

金沢八景 

横浜ﾍﾞｲｻｲﾄﾞﾏﾘｰﾅ

シーサイドライン

京浜急行線 

ＪＲ根岸線

東急東横線 

(みなとみらい線連絡) 

山下公園 

みなとみらい 

赤レンガ 

象の鼻 

新たに整備する拠点 

拠点名 施設概要 立地
横浜駅東口 小型さん橋(新設) 商業地、ターミナル
象の鼻 小型さん橋(新設) 賑わいの場、駅近く
大黒ふ頭 小型さん橋(新設) スカイウォーク
末広町 既存岸壁の活用 水際線緑地、ふれーゆ

東京湾内ルート 

凡   例 

 

 

臨 海 部 拠 点

河川ルート (構想 )

構 想 ル ー ト

運 航 中 ル ー ト

末広水際線緑地

緑地 



今（３）

（中

本

 

 

 

  

 

今回計画する

地区名 

内港 

中央地区） 

本牧ふ頭 

小型さん

[既定

る旅客船埠頭

表 III-２

施設名 

小型さん橋

A5～8 

図 III-

 

× 
× 

ん橋 １基 

定計画] 

頭の規模及び

-2 今回計

水深 

橋 - 

12m 

-２-２ 今回

既定

小型

岸壁(-

63 

び配置 

画する旅客船

ﾊﾞｰｽ数 延

２ 

４ 1,

回計画する旅

定計画の削除 

型さん橋 ２基

-9m) 1B 340m 

[既定計画] 

船埠頭の規模

延長 

- 
背後の

計画を

100m
超大型

的岸壁

旅客船埠頭の

SK9

模及び配置 

対応

の土地利用変

を削除する。

型客船の寄港

壁とする。（一

の位置図 

岸壁(-12m) 4

[既設の

応 

変更に合わせて

 

港に対応した多

一般貨物・旅

4B 1,100m  HA5～

の変更計画] 

て、

多目

旅客）

  

～8



 専３．

３－１ 

主な

 

鶴　見

JFEエン

　鶴見

JFEスチ

　東日

EMGマ

ジャパ

横浜事

旭硝子

宇部三

三菱マ

横浜液

㈱Ｊ-オ

㈱東芝

橋本産

三菱レ

住友大

昭和シ

　

昭和産

太平洋

大黒倉

大東タ

東亜石

東京ガ

東京電

内外輸

日本埠

横浜ス

専用埠頭計

専用埠頭の

な専用埠頭の

表

見　区

管理者

ンジニアリング㈱

事業所

チール㈱

本製鉄所(京浜地区

マーケティング合同会

ンマリンユナイテッド

事業鶴見工場

子㈱

三菱ｾﾒﾝﾄ㈱東京支店

マテリアル㈱大黒町建

液化ガスターミナル㈱

オイルミルズ横浜工場

芝京浜事業所

産業㈱・日本ヴォパッ

レイヨン㈱

大阪セメント㈱

シェル石油㈱横浜事業

産業㈱

洋製糖㈱

倉庫㈱

タンクターミナル㈱横浜

石油㈱扇町工場

ガス㈱

電力㈱横浜火力発電

輸送㈱

埠頭倉庫㈱

スーパーファクトリー

画 

の現況 

の現況は次の

表 III-３-1

 

旭運

鶴見

鶴見

スラ

区) はし

生コ

製品

扇島

扇島

扇島

鶴見

会社 表桟

物揚

ド（株） 西岸

東岸

南岸

１号

２号

店（鶴見SS) Ａバ

建材センター Ｂバ

Ｃバ

㈱ 横浜

場 食物

中央

製品

大型

ック㈱ 橋本産

三菱

三菱

住友

業所 扇島

表第

表第

昭和

太平

鶴見

浜油槽所 １号

２号

５号

扇島

旭運

安善

鶴見

扇島

電所 横浜

第１

第１

化成

化成

横浜

のとおりであ

 主な専用

名称

運河岸壁

見中央岸壁

見末広南物揚場

ラグ桟橋〔ドルフィン〕

しけバース

コン材料荷役桟橋〔ドル

品出荷Ａ

島出荷岸壁Ｂバース

島出荷岸壁Ｃバース

島出荷岸壁Ｄバース

見川岸壁

桟橋〔ドルフィン〕

揚場京浜運河

岸壁

岸壁

岸壁

号バース

号バース

バース

バース

バース

浜液化ガスターミナル桟

物油荷役桟橋

央桟橋

品船積桟橋

型製品船積桟橋

産業・日本ヴォ パック共有桟橋

菱レイヨン３号桟橋〔ドル

菱レイヨン４号桟橋〔ドル

友大阪セメント岸壁

島スーパータンカーバ

第１桟橋

第２桟橋物揚場

和産業桟橋〔ドルフィン

平洋製糖桟橋

見川桟橋

号桟橋

号桟橋

号桟橋

島西桟橋

運河側桟橋

善運河側岸壁

見工場桟橋

島LNGバース

浜火力発電所物揚場

１バース〔ドルフィン〕

１桟橋

成品第１号桟橋〔ドルフ

成品第２号桟橋〔ドルフ

浜スーパーファクトリー物

小　　　　　　

64 

ある。 

埠頭の現況

延長

     

ルフィン〕      

     

     

桟橋

橋〔ドルフィン〕      

ルフィン〕      

ルフィン〕      

バース

ン〕      

     

フィン〕      

フィン〕      

物揚場      

計 5

（水深 4.5m

長 水深 接岸

165 6.0

247 8.0

119 4.5

-   5.5

100 7.5

-   5.5

250 10.0

266 10.0

267 12.5

250 12.5

40 5.5

-   11.0

110 11.0

250 6.0

264 6.0～9.0

200 6.0

53 5.5

58 5.5

40 8.0

122 7.5

91 7.0

106 9.5

10 9.3

115 9.2

47 6.0

31 5.0

-   9.0

-   6.1

-   6.4

95 8.5

343 12.0

106 12.0

63 5.5

-   10.0

100 9.5

104 6.0

92 7.6

28 6.0

131 12.0

70 7.8

213 6.5

223 6.0

141 7.5

　－ 14.0

84 5.0

-   9.0

41 4.5

-   6.0

-   5.0

60  7.0

5,096

以上）（１）

岸能力（D/W) ﾊﾞｰｽ

1,300 1

5,000 1

1,000 3

2,500 1

2,000 1

700 1

3,000 1

20,000 1

30,000 1

30,000 1

700 1

24,000 1

3,000 1

49,000 1

96,000 1

6,000 1

2,000 1

1,000 1

3,000 1

7,000 1

3,600 1

2,500 1

500 1

10,000 1

2,000 1

4,000 1

20,000 1

1,273 1

1,600 1

6,200 1

70,000 1

33,000 1

1,000 1

5,000 1

20,000 1

1,100 1

5,000 1

1,970 1

95,000 1

5,000 1

2,000 1

2,000 2

650 2

75,000 1

1,000 1

3,600 1

2,000 1

2,500 1

1,322 1

700 1

54

ｽ数 用途

砂利・砂

艤装用

鋼材

砂

鋼材

生コン

鋼材

鋼材

鋼材

鋼材

鋼材

石油製品

石油製品

艤装用

艤装用

艤装用

非金属鉱物

ガラス類

セメント

セメント

セメント

LPG

化学工業品〔油脂

化学工業品〔油脂

産業機械

電気機械

石油製品

化学薬品

化学薬品

砂利・砂

原油

石油製品

石油製品

穀類

砂糖

鋼材

石油製品

石油製品

原油

石油製品

LNG,LPG

LNG,LPG

LNG,LPG

LNG

原油

原油

化学薬品

化学薬品

石油製品

－

4  

脂等〕

脂等〕
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表 III-３-2 主な専用埠頭の現況（水深 4.5m 以上）（２） 

 

神　奈　川　区

管理者 名称 延長 水深 接岸能力（D/W) ﾊﾞｰｽ数 用途

横浜倉庫㈱ 鈴繁埠頭１号岸壁 400 12.0 40,000 1 紙・パルプ

鈴繁埠頭２号岸壁 99 10.0 20,000 1 豆類

鈴繁埠頭３号岸壁 304 8.0 10,000 3 砂利・砂

横浜倉庫物揚場 120 5.0 500 1 豆類

㈱京浜化製品センター 危険物荷役専用岸壁硫酸本船受入桟橋〔ドルフィン〕 -         5.2 1,900 1 化学薬品

㈱日新 日新運輸倉庫神奈川倉庫物揚場 26 10.0 -                  1 非鉄金属

日新桟橋 244 10.0 20,000 1 穀物類

KDDI㈱ ＫＤＤ荷役桟橋 148 8.0 5,200 1 非鉄金属

産業振興㈱ 産業振興桟橋 33 6.0 2,000 1 鋼材

昭和電工㈱横浜工場 Aバース 267 9.0 30,000 1 金属鉱

ドルフィン -         9.0 5,000 1 廃棄物

JX日鉱日石エネルギー㈱横浜製造所 Ａ桟橋〔ドルフィン〕 -         12.0 80,000 1 重油

Ｂ桟橋〔ドルフィン〕 -         7.0 5,500 1 石油製品

Ｃ、Ｃ1桟橋〔ドルフィン〕 -         8.0 5,300 1 石油製品

Ｅ桟橋〔ドルフィン〕 -         6.0 2,000 1 石油製品

日本製粉㈱横浜工場 日本製粉桟橋〔ドルフィン〕 -         9.0 20,000 1 麦

NTTワールドエンジニアリングマリン㈱ 海底線ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ桟橋 129 7.5 3,000 1 海底ｹｰﾌﾞﾙ敷設船けい留

小　　　　　　計 1,770 19

中　区

管理者 名称 延長 水深 接岸能力（D/W) ﾊﾞｰｽ数 用途

国際埠頭㈱ 国際埠頭A,Bバース 350 17.5 180,000 2 原塩

国際埠頭Hバース -         7.0 6,600 1 鉱産品

国際埠頭C,Dバース 190 7.5 3,000 2 原塩

国際埠頭Eバース 80 7.5 3,000 1 穀物類

国際埠頭Gバース 185 6.5 700 1 穀物類

三菱重工業㈱横浜製作所 本牧工場１号岸壁 334 9.0 200,000 1 艤装用

本牧工場３号岸壁Ａ 196 9.0 25,000 1 艤装用

本牧工場３号岸壁Ｂ 208 9.0 38,000 1 艤装用

本牧工場４号岸壁 413 7.0 250,000 1 艤装用

本牧工場６号岸壁 250 10.0 75,000 1 艤装用

本牧工場７号岸壁 270 12.0 75,000 1 艤装用

本牧工場9号岸壁 270 8.0 6,000 1 大型構造物（橋梁等）

住金物流㈱横浜営業所 住金物流桟橋 188 7.0 3,000 2 鋼材

JX日鉱日石エネルギー㈱根岸製油所 ５万トン桟橋(Ｂ)〔ドルフィン〕 -         14.0 81,280 1 重油

Ａ－Ｅ桟橋 364 17.0 178,351 1 原油

Ａ－Ｗ桟橋 364 17.0 264,173 1 原油

Ｈ－１桟橋 208 8.0 6,371 2 重油・原油

Ｈ－２桟橋 208 8.0 6,371 2 石油製品

Ｈ－３桟橋 208 8.0 6,371 2 石油製品

Ｈ－４桟橋 279 8.0 7,700 2 石油製品

Ｈ－５桟橋 291 8.0 7,700 2 重油

ＬＰＧ１号桟橋 23 6.2 2,000 1 LPG

ＬＰＧ２号桟橋 20 5.0 2,200 1 LPG

Ｓ桟橋 30 6.2 1,607 1 その他石油製品

日産自動車㈱ 本牧専用埠頭１号岸壁 180 10.0 17,000 1 完成自動車

本牧専用埠頭２号岸壁 180 10.0 17,000 1 完成自動車

本牧専用埠頭３号岸壁 110 4.5 1,500 1 完成自動車

日本通運㈱横浜支店 日通本牧岸壁 208 10.0 30,000 2 鋼材

三井物産㈱ 三井物産本牧埠頭岸壁 208 11 30,000 1 鉄鋼

小　　　　　　計 5,815 38
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表 III-３-3 主な専用埠頭の現況（水深 4.5m 以上）（３） 

 
  

  

磯　子　区

管理者 名称 延長 水深 接岸能力（D/W) ﾊﾞｰｽ数 用途

宇部三菱ｾﾒﾝﾄ㈱〔磯子菱光〕 骨材荷揚桟橋 13 5.0 1,700 1 砂利・砂

宇部三菱ｾﾒﾝﾄ㈱横浜ｻｰﾋﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ 横浜桟橋 80 7.5 12,000 1 セメント

ジャパンマリンユナイテッド㈱ 第１突堤南側桟橋 224 10.5 150,000GT 1 艤装用

横浜事業所 第１突堤北側桟橋 182 9.0 20,000GT 1 艤装用

第２突堤南側桟橋 220 10.5 13,500GT 1 艤装用

第２突堤北側桟橋 220 10.5 10,000GT 1 艤装用

第３突堤南側桟橋 250 9.0 183,000GT 1 艤装用

第３突堤北側桟橋 256 9.0 100,000GT 1 艤装用

第４突堤南側桟橋〔ドルフィン〕 -         17.0 100,000GT 2 艤装用

第４突堤北側桟橋〔ドルフィン〕 -         17.0 100,000GT 2 艤装用

JX日鉱日石エネルギー㈱根岸製油所 Ｃ－２桟橋 224 7.0 4,000 2 原油

Ｃ－３桟橋 199 7.0 4,000 2 重油

Ｃ－４桟橋 199 7.0 4,000 2 石油製品

Ｄ－１桟橋 100 5.0 700 2 石油製品

Ｄ－２桟橋 99 5.0 700 2 石油製品

Ｄ－３桟橋 99 5.0 700 2 重油

Ｄ－４桟橋 99 5.0 700 2 重油

Ｅ桟橋 129 4.5 1,200 2 石油製品

千代田冷蔵㈱ 千代田冷蔵桟橋 90 6.0 700 2 水産品

太平洋セメント㈱ 磯子工場岸壁 105 5.5 2,000 1 砂利・砂

電源開発㈱ 灰捨桟橋〔ドルフィン〕 -         7.5 -                  1 廃棄物

石炭桟橋 142 7.5 2,000 1 石炭

揚炭桟橋 160 7.5 10,000 1 石炭

揚油桟橋 21 7.5 1,500 1 石油製品

東京ガス㈱ ５万トンタンカーバース桟橋〔ドルフィン〕 -         14.0 72,000 1 LNG・LPG

日清オイリオグループ㈱ 磯子工場本船バース〔ドルフィン〕 -         12.5 55,000 1 豆類

　横浜磯子事業場 内航船桟橋 83 12.0 1,700 1 動植物性製造飼肥料

内航船桟橋 70 12.0 1,000 1 動植物性製造飼肥料

小　　　　　　計 3,263 39

金　沢　区

管理者 名称 延長 水深 接岸能力（D/W) ﾊﾞｰｽ数 用途

JFE物流㈱ リバースチール㈱横浜工場２号岸壁 220 6.0 40,000 2 鋼材

　〔ﾘﾊﾞｰｽﾁｰﾙ・鋼管部〕 リバースチール㈱横浜工場西物揚場 46 4.5 300 1 鋼材

リバースチール㈱横浜工場桟橋 　－ 7.0 6,200 1 鋼材

トヨタ自動車㈱ ２号桟橋 146 9.5 12,000 1 完成自動車

３号桟橋 259 12.5 50,000 1 完成自動車

旭企業㈱・鈴江コーポレーション㈱ 旭企業・鈴江コーポレーショ ン桟橋〔ドルフィン〕 -         11.0 23,000 1 セメント・石油製品

㈱ヨコハマ全建 ヨコハマ全建桟橋〔ドルフィン〕 -         7.2 1,000 1 廃土砂

三菱重工業㈱横浜製作所 浜出し岸壁 500 10.5 15,000 1 産業機械

水産庁中央水産研究所 調査船けい留施設 120 7.5 2,500 1 調査船けい留

大黒倉庫㈱ 磯子桟橋 80 7.0 2,000 1 鋼材

係留杭 　－ 7.0 6,200 1 　－

小　　　　　　計 1,371 12

合　　　　　　計 17,315 162

(資料：横浜港港湾台帳)
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図 III-４-１ 今回計画する泊地及び航路・泊地の位置図  
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[既定計画] 
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図 III-５-1 今回計画する防波堤の位置図 
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[今回計画] 
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本牧ふ頭 防波堤 70m  (撤去) 
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図 III-６-２ 鶴見地区小型船（業務船）溜まり配置図 

 

 

図 III-６-３ 山下ふ頭地区小型船（タグボート・はしけ）溜まり配置図 
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図 III-６-６ プレジャーボート保管施設配置図  
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図 III-７-1 主要な臨港道路の現状図  
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図 III-７-2 今回計画する臨港道路の位置図  
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〈4 車線〉[既定計画] 

南本牧ふ頭幹線 

〈6 車線〉[既定計画]

南本牧ふ頭内道路 

〈4 車線〉[既定計画] 

臨港幹線（区間 B） 

〈4～8 車線〉[既定計画] 

第二南本牧ふ頭幹線 

（首都高速湾岸線連絡臨港道路）

〈2 車線〉 [既定計画] 
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